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①沈降実験1.は じめに

高流動コンクリートとは,コ ンクリート打設時に

締め団めを要しないコンクリートである.コ ンクリー

トはポンプによる圧送を経て構造物内の鉄筋の間隙を

通過するため,特 に組骨材の閉塞が問題となる.し か

し、流動中のコンクリート内部の流れおよび骨材の動

きを観察することは困難なため、現在、モデルコンク

リートとしてセルロース水溶液に粒子を分散させた流

体を作成し、その流れを管路側面から観察するに留ま

っている。

そこで本研究では,超 高速NMR可視化装置により

モデルモルタル中の粒子分布を可視化した。さらに実

際のモルタル中の比重調整されたモデル粗骨材をマイ

クロX tt CTにより可視化した。また、モルタル中の

球体の沈降実験を行った。

流体内部の位置を可視化することができる.

2.1 実 験概要

2.超高速NMRによる可視化

瑚R(核 磁気共鳴)を 用いた影像法では,核 磁化の  3.マ イクロX ttCTによる可視化

歳差運動を測定量として画像を再構成する。巨瀬は  3,1 実 験概要

NMRの超高速撮影法を流体計測に用い,流 体要素の変
NMR装 置では液体中に粉体が分散した流体内部を可

形を非接触で取り込むことに成功した。この際の時  視 化することはできない。フレッシュコンクリートが

問 ・空間分解能はそれぞれ数 10msおよび 0.lmll程度  粘 性、塑性,テ キツトロピーを持つことは分かってい

である.骨 材として使用したナイロン球 (密度  る
が、実際のコンクリートが上記のモデルモルタルと

1.14g/cn3)は,磁 気信号を送らないことから,そ の  同 様な性質を示すかどうかは不明である。そこでマイ

■■■■
図1(a)水 平断面可視化画像 (10秒間隔)

②ピストン圧送実験

■■■■
図 1(b)水 平断面可視化画像 (2.5秒間隔)

2.3 考 察

図1から球体は壁面近傍を沈降し,中 心付近には,ほ

とんど存在しないことが分かる.図 2でも図1と同じ

ように球体は壁面近傍に集まることが分かる。この現

象は流体の持つチキツトロピーにより誘起されると考

えられる。

クロX tt CTでモルタル内部の粒子が可視化されるか

を調べた.マ イクロX tt CTでは,物 体の密度差が大

セルロースとトマトケチャップを混合した流体 (粘  き
くなるほど識別しやすくなる。コンクリート中の骨

塑性流体)を 作製し,直 径 16.21111の円筒中にナイロ  材 はモルタルと骨材の密度差が小さいため可視化でき

ン球 (直径 5.61111)を分散させ,ナ イロン球の沈降実  な
かった。そこで,モ ルタルと比較的密度差のあるナ

験およびピス トン圧送実験を行なった. イロン球 (密度 1.14g/cm3,直 径 0.56cm)お よび BB

2.2 実 験結果
弾 (密度 2.21g/cn 3,直 径 0.60cm,成分はプラスチ

図 1は鉛直円筒の水平断面の粒子沈降の時間変化を  ツ クと石の粉)の 中に直径がそれぞれ 0.25cm,0.20cm

追った NMR画像であり,図 2は ピス トン圧送時の水平  の
針金を埋め込みモデル骨材を制作した。それらの密

断面の粒子分布の時間変化を追った瑚眠画像である.  度 はナイロン球 3.04g/cm 3,BB弾 2.91g/cm3で ぁる.
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